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2027年介護報酬改定と老健施設の高稼働ベッドコントロール戦略セミナー

講　師

開催日

会　場

保健・医療・福祉サービス研究会 コンサルタント・診療介護報酬指導講師
株式会社リンクアップラボ　代表
保健・医療・福祉サービス研究会 コンサルタント・診療介護報酬指導講師
株式会社リンクアップラボ　代表 酒井 麻由美 氏

参加のお誘い
　2027年度介護報酬改定に向けて、介護給付費分科会では
今後、主な論点整理や事業者団体等からのヒアリングが進めら
れる予定で、特に「人材確保」「賃上げ」「生産性向上」「経営の
安定化」「地域包括ケアの深化」などが重要テーマとして示さ
れています。
　本セミナーでは、2027年度介護報酬改定を見据えた老健施
設のベッドコントロール戦略や、高稼働を実現する入退所マネ
ジメント、経営安定化に向けた具体策について実践的に解説い
たします。また、開催日時点における介護給付費分科会等の最
新の審議状況や改定動向についても整理・解説いたします。　
　「改定を待ってから対応する」のではなく、「改定の方向性を
先読みして先手を打つ」ことが、老健経営では極めて重要にな
ります。ぜひ、経営トップ、施設長、事務長、経営幹部の皆様のご
参加をお待ち申し上げます。

参加料

令和8年10月24日㈯ 13:30～17:00

23,760円
【税込】

（21,600 円）
本体価格

25,080円（22,800 円）
26,400円（24,000 円）

円 ）
円 ）
円 ）

円
【税込】

）
本体価格

円 ）
円 ）

）

）

HMS会員（法人・個人会員）

（購読会員）

 一　　  般

会場＆オンライン＆オンデマンド＆DVD＆CD（選択可）

東京都千代田区永田町 2-17-17　TEL 03-6910-2870
アイオス永田町 2F 会議室

住　所

法人及び
施設名

T E L

参加者（送付先）氏名 所　　　属 役　　　職

〒

申込日　　　　　月　　　日　　 FAX.03-6910-2878

F A X

e-mail （必ずご記入ください。）

※ご希望の受講方法にチェックをお願いいたします。　　

2027年介護報酬改定と老健施設の高稼働ベッドコントロール戦略セミナー   申込書10月24日(土)

Webからの
お申込はこちら⇒　

〒100-0014 東京都千代田区永田町 2-17-17 アイオス永田町　TEL：03-6910-2870    E-mail：info@hifsk.co.jp

「申込欄」に必要事項をご記入の上、FAXにてお送りください。折り返し請求書をFAXいたします。
※参加料は、下記指定口座にお早めに（原則 開催1週間前までに）お振込み下さい。
※ご入金確認後、会場受講の方は「受講票」「会場地図」、オンライン受講の方は開催日3日前に「受講用URL」、
　オンデマンド受講の方は開催後に、ホームページの配信ページで開催7日後の朝9時から14日間ご視聴いた
　だけるパスワードをお送りいたします。DVD・CD受講は開催後10日程度でお届けします。
振込名義（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）※入金照合のためなるべくご記入ください。
振込先:三井住友銀行　本店営業部　普通預金　７５７７１６２　
名義：カ）ホケンイリョウフクシサービスケンキュウカイ

※受講方法選択　　【当日受講】  □ 会場受講　□ オンライン受講　　【後日受講（参加料＋3,300円）】  □ オンデマンド受講　□ DVD受講（送料1,210円）　□ CD受講（送料1,210円）　　　　　　　　　

※オプション　　　　□ 無料個別相談（会場受講のみ）　□ DVD追加（DVD代14,300円、送料1,210円）　□ CD追加（CD代9,900円、送料1,210円）　　※金額は全て税込です。　  　 　 

 ご注意 お申し込み後のキャンセルは準備の都合上開催8日前迄とさせていただきます。また催行人数を満たさない場合は、中止となる場合がございます。その場合はセミナー開催日の10日前迄にご連絡させていただきます。（パック旅券等の保証は致しかねます。）

※オンデマンド・DVD・CD受講の方は、編集・運用費等
　経費として別途3,300円のご負担をお願いいたします。

病院連携・入退所管理・在宅復帰で実現する
老健施設の高稼働ベッドコントロール戦略

～空床期間を最小化し、在宅復帰を回転率向上へ繋げる経営戦略と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　2027年介護報酬改定の最新動向を徹底解説～

病院に選ばれる老健が2027年改定を勝ち抜く！！　稼働の改善無くして経営改善無し！！

Ⅰ ．紹介元病院のニーズを掴む「戦略的MSW営業」
　　～病院の退院支援担当者（MSW）が「最も預けたい」と思う老健の条件とは～
　・「返事が早く、断らない老健」への転換　   ・受入可能疾患の見える化
　・パートナーシップ（病院への紹介）の強化

Ⅱ．空床期間を最小化する「入退所マネジメント」の徹底
　・予約管理の徹底　　　　　　　　　　　・ショートステイの戦略的活用
　・「紹介待ち」から「掘り起こし」へ

Ⅲ．「在宅復帰」を回転率向上（稼働数アップ）に繋げる仕組み
　・入所時から「出口」を決めるインテーク技術
　・多職種が動く「3ヶ月集中リハ」モデル
　・LIFEデータの戦略的活用

Ⅳ．2027年介護報酬改定予測と対応
　・アウトカム重視の評価へ　　　　　　 　・医療機関からの早期受入対応
　・協力医療機関との具体的連携の仕組み
　・リハビリ・栄養・口腔の一体的取り組み
※プログラムは介護給付費分科会の審議状況などを踏まえ、開催日時点での最新情報に基づいて解説します。


